
令和４年度事業
事業実績報告

【令和4年度事業】
「荒町・連坊地区におけるニーズ・シーズのマッチングシステムの構築」



令和3年・令和4年実施事業について
１．令和3年度事業【課題調査検証助成】

事業名：「荒町・連坊地区における地域づくりの声見える化事業」

実施団体：東北学院大学

２．令和4年度事業【協働実践助成】

事業名：「荒町・連坊地区におけるニーズ・シーズマッチングシステムの構築」

実施団体：東北学院大学地域連携センター

荒町地区連合町内会、連坊地区町内会連合会

荒町商店街振興組合、連坊商興会、むにゃむにゃ通り商店街商興会

荒町市民センター
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実施の背景

©TOHOKU GAKUIN UNIVERSITY REGIONAL LIAISON CENTER  3

令和３年度事業の意見交換会で出された意見

「我々地域はまちづくり、学生側は地域を知るということが関心になっており、溝があ
るのでコミュニケーションの場を設けるべきだと思う。」

「地域と大学が一緒に関わる場合も信頼関係がないと難しいと思う。頻繁にイベント等
で学生と関わりを持ち、理解を深めていくことが必要である」

「学生が地域に興味を持っていない、わからないということであれば、学生や先生に対
してのミーティング等があればいいのではないかと思った」



令和3年度事業から
令和4年度事業への発展
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「地学連携」
の
推進
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令和4年度事業の概念図



令和4年度事業の概要
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地域と大学の連携・協働に向けた
基盤（連携・協働のための場）づくり

地域と大学による課題解決を図るための
協働イベントの試行

定期的な意見交換会の実施 地域を対象とした協働型イベントの試行

✓ 地域に関わる各種諸団体と大学関係者（学生含
む）が定期的に顔を合わせ意見交換が行えるよう
な場を構築する。

✓ またその場を活用した協働の地域づくりに向けて
の連携や各種の協働イベント等、連携の可能性を
検討する

✓ 意見交換会を介して出された各種の意見をもと
に、荒町・連坊地域と東北学院大学のそれぞれを
開催場所として、地域の課題解決の試行に向け
て、PDCAサイクルを意識した形での協働型イベ
ントを試行する

例：まち歩き、地域プロモーション、見守り、環境整備活動

地域の各主体が解決すべき課題認識と、その解決に向けての協働（課題解決のプロセスの形成）



採択時の付帯条件
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＜採択時の付帯条件＞
①町内会との連携体制をしっかり構築したうえで、事業を開始してくだ
さい。

②前年度の成果や地域の課題を、大学と町内会を含めた地域との間で共
有し、共有した課題認識のもと事業をすすめていただきたい。

③学生の関わりを明確にするとともに、地域と大学による協働イベント
を早く進めるなど、学生が参加しやすい場づくりと地域と学生が話し
合える機会を創出していただきたい。 



事業の実施状況
意見交換会の実施（１）
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5月17日 荒町商店街振興組合と東北学院大学地域連携センターとの意見交換会の実施

5月20日 連坊商興会、東北学院大学地域連携センターとの意見交換会の実施

5月23日 むにゃむにゃ通り商店街商興会と東北学院大学地域連携センターとの意見交換会の
実施

5月24日 連坊地区町内会連合会と東北学院大学地域連携センターとの意見交換会の実施

7月5日 荒町連合町内会、荒町市民センター、東北学院大学地域連携センターとの意見交換

7月28日 事業キックオフミーティングの開催
協働団体より30名の参加

9月7日 荒町連合町内会、荒町市民センター、東北学院大学地域連携センターとの意見交換

9月9日 連坊地区町内会連合会、東北学院大学地域連携センター

＊採択時の付帯条件①「町内会との連携体制をしっかり構築したうえで、事業を開始してください。」への対応



事業の実施状況
意見交換会の実施（２）
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事業キックオフミーティングの開催
2022年7月28日（木）17：00〜18：00 （東北学院大学土樋キャンパス本館会議室）

本事業の協働団体の関係者30名が参集し、事業内容の確認や今後の方向性などの確
認を行った。
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＊採択時の付帯条件②「前年度の成果や地域の課題を、大学と町内会を含めた地域との間で共有し、共有した課題認識の
もと事業を進めていただきたい。」への対応



事業の実施状況
地域と学生によるワークショップの開催

開催日時：2022年11月3日（木・祝） 10：00 〜 15：00

開催場所：荒町市民センター

※荒町・連坊の各町内会、各商店街組合と東北学院大学の有志学生との

下記テーマに基づく意見交換会を開催。

テーマ①「地域の皆さんが、大学キャンパスを見学・体験するなら何処？何？」

テーマ②「地域と学生で何ができるのか考えてみよう」

テーマ③「地下鉄沿線のまちづくりを考えてみましょう」
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＊採択時の付帯条件③「学生の関わりを明確にするとともに、地域と大学による協働イベントを早く進めるなど、学生が
参加しやすい場づくりと地域と学生が話し合える機会を創出していただきたい」への対応



意見交換会の様子（町内×学生）
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午前中には、荒町・連坊の
各町内会との意見交換を実施



意見交換会の様子（商店街×学生）
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午後には、荒町・連坊地区にある
3つの商店街（荒町、連坊、むにゃむ
にゃ通り）との意見交換を実施



出された意見（一部、抜粋）
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⚫ 学生の皆さんとまち歩き
⚫ 桜の頃、お花見なんてどうでしょう
⚫ 商店街を学祭会場に！
⚫ 卒論の題材提供
⚫ アルバイトして欲しい。人手不足。
⚫ 学院横町をつくる ….etc…

地域の声

学生の声
⚫ 大学キャンパスの一部を地域住民の憩いの場に（自由スペース）
⚫ 地域と連携したイベント・交流
⚫ 地域のお散歩
⚫ 学食を一緒に食べてもらう
⚫ 土樋、五橋エリアのお祭り、職業、特産を紹介                ….etc…



事業実施の状況
地域と学生の意見交換の開催

開催日時：2023年3月23日（木） 14：00 〜 15：00

開催場所：東北学院大学五橋キャンパス シュネーダー記念館

※荒町・連坊の各町内会、各地区社会福祉協議会と防犯ボランティア団体INGとの

「地域での見守り活動」での連携について意見交換の実施
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交通マナーに関する勉強会
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・2023年7月21日に仙台中央署より、学生ボランティアチームと地域の方々とで交通
マナーに関する勉強会の実施



本事業の副次効果
（１）大学主催イベントへの地域の協力

2022年11月3日開催の「わがまちマルシェ」への協力（告知・出店）

©TOHOKU GAKUIN UNIVERSITY REGIONAL LIAISON CENTER  17



本事業の副次効果
（１）大学主催イベントへの地域の協力

2023年10月9日開催の「第2回わがまちマルシェ」への協力（告知・出店）
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本事業の副次効果
（２）大学ガイドブック２０２４作成にあたっての協働
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本事業の副次効果
（３）授業での荒町・連坊地域を対象とした課題解決型学習への協力

：学生による地域の方へのインタビューの実施

：学生のプレゼンに対する地域からのコメント
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※学生作成のスライド
（一部抜粋）

2023年度も
荒町・連坊を

フィールドに実施



本事業の副次効果
（４）仙台銀行まちづくり基金への申請

地域と大学による情報共有・コミュニケーションを

図るため以下の運用を行う

（１）ポータルサイトの開設

（２）情報誌の発行

（３）屋外掲示板の設置
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経費の執行状況
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収
入

科目 内訳

仙台市助成金 237,000円

自己資金 26,819円

合計 263,819円

支
出

科目 内訳 備考

消耗品 44,213円 印刷用紙、付箋、模造紙

印刷製本費 176,000円 報告書など印刷

使用料及び賃借料 16,470円 市民センター等資料料

通信運搬費 27,136円 切手、レターパック

合計 263,819円

当初予算額：1,328,000円 収支決算額：263,819円 差額：1,064,181円

仙台市助成額
（採択時）

自己資金
（採択時）

仙台市助成額
（収支決算時）

自己資金
（収支決算時）

助成金額差額
（仙台市返還額）

119,500円 133,000円 237,000円 26,819円 958,000



現在の連携状況
：学生ボランティア活動の実施
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現在の連携状況
：学生による地域情報の発信
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学生ボランティアによる地域の取材と情報の発信

https://www.instagram.com/itsutsubashi_tsushin/



今後の連携
（１）荒町・連坊での学生によるボランティア活動や様々な企画の継続実施

⇒ 各種のお祭りなどの地域行事への参加

⇒ 荒町市民センター、連坊コミュニティセンターでの学生企画の実施

（２）地域と大学が連携した地域の課題解決策の提案

⇒ 宮沢橋根白石線の連坊橋高架下の利活用に向けた連携

⇒ 学生に依る荒町「元気ひろば」の利活用プランの考案

and more …
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「地学連携」
の
推進
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